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１ 若年層の投票率 資料１

年代別投票率

年齢 投票率

18 57.99

19 50.61

20 44.90

21～24 38.17

25～29 42.32

30～34 49.23

35～39 54.15

40～44 59.01

45～49 62.32

50～54 64.69

55～59 67.77

60～64 70.04

65～69 71.86

70～74 73.08

75～79 71.47

80～ 51.69
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◆品川区における年代別投票率（令和3年衆議院（小選挙区選出）議員選挙）

年齢 18歳 19歳 20歳 21～24歳

令和 元 参議 48.68 40.20 35.64 31.81

２ 都知事 66.90 52.48 47.56 40.97

３ 都議 48.04 38.03 31.51 25.27

３ 衆議 57.99 50.61 44.90 38.17
《参考》平成30 区長

31 区議
34.99
38.98

23.53
29.10

15.33
20.47

◆18～24歳の最近における投票率



２ 区における啓発事業 資料２

(1) 出前模擬選挙 ※品川区明るい選挙推進協議会の協力により平成26年度より実施

年度 小学校 中学校 生徒・児童の参加人数

平成 26 1校 0校 53名

27 11校 1校 704名

28 13校 3校 1,051名

29 24校 5校 1,975名

30 22校 3校 1,663名

令和 元 31校 0校
1,991名

※新型コロナウイルスの状況
により実施予定36校中5校
で中止

2 2校 0校
126名

※新型コロナウイルスの状況
により2校以外では実施を
計画することが困難

合 計 104校 12校 約7,563名

3 29校
予定

2校
予定 集計中

② 実績① 事業概要
区立の小学校・中学校に模擬選挙の実施について提案・協力依頼をし、

実際の選挙で使用する器材（記載台や投票用紙交付機、投票用紙等）
の貸与および事前学習用として冊子「Let’s Study選挙」の提供を行う。

模擬選挙の当日は、品川区明るい選挙推進協議会会員の進行により、
児童・生徒が投票・開票を体験した後、選挙に関する質疑応答を行う。

4か月前
概略説明（担当教諭へ）

～1か月前
実施準備

～１週間前
授業で事前学習

当日
模擬投票を実施

品川区明るい選挙推進協議会会員
が各学校へ訪問・協力依頼

①「Let’s study選挙」を活用
②マニフェストをもとにグループミーティング
③グループミーティングの内容発表

6か月前
実施依頼（校長へ）

①児童・生徒による投票・開票
②質疑応答（品川区明るい選挙推進協議

会会員および区職員が回答）

後日
振り返り授業

①開票結果についてグループミーティング
②アンケート実施

③ 表彰
出前模擬選挙の活動が若年層の投票率向上に寄与したことが評価され、

令和２年度に公益財団法人明るい選挙推進協会から品川区明るい選挙
推進協議会に対し、明るい選挙推進優良活動表彰が授与された。



① メッセージカード
毎月誕生日を迎える区内の18歳、19歳の有権者に啓発冊子、メッセージ

カード、メモ帳等を配布する。

資料３

(2) 18、19歳を対象とした啓発

【18歳向け】

【19歳向け】

《送付用封筒》 《メッセージカード》 《付箋》

《送付用封筒》 《メッセージカード》 《メモ帳》

《啓発冊子》
※共通

② 啓発チラシ
選挙の入場整理券送付時に、19歳の有権者に対して啓発チラシを同封

する。

◆実績

◆実績 選挙名 送付数

平成31 区議 2,363

令和元 参議 2,416

2 都知事 2,408

3 都議 2,451

3 衆議 2,408

年度 【年齢】 送付数 【年齢】 月平均
平成 29 【20】2,162 【20】180

30 【18】2,259 【19】2,407 【18】188 【19】201
令和 元 【18】2,147 【19】2,219 【18】195 【19】202

2 【18】2,266 【19】2,462 【18】189 【19】205
3 【18】1,529 【19】1,625 【18】191 【19】203

※令和3年度
は11月まで
の実績



資料４

(3) 明るい選挙啓発ポスターコンクール

年度 入選 特選

平成 29
小学校 20
中学校 20
高等学校 1

小学校 12
中学校 9

30
小学校 27
中学校 23
高等学校 1

小学校 9 ・・・うち東京都入選 1
中学校 5 ・・・うち東京都入選 1

令和 元
小学校 28
中学校 23
高等学校 1

小学校 10
中学校 8 ・・・うち東京都入選 1

2 小学校 20
中学校 29

小学校 6 ・・・うち東京都
最優秀賞入選 1
入選 2

※入選のうち1作品が公益財団法
人明るい選挙推進協会会長・
都道府県選挙管理委員会連合
会会長賞を受賞

中学校 9

3 小学校 29
中学校 30

小学校 11 ・・・うち東京都入選 1
中学校 9

③ 表彰実績

① 事業概要
区内の小学校、中学校および高等学校の児童生徒を対象に、投票参加など選挙への関心を持つよう訴えるものや明るい選挙の実現を呼びかけるものをテーマとし

てポスターを募集する。
応募作品の中から、入選および特選を選定し、特選作品の中から小学校、中学校各1点に委員長賞を授与する。さらに特選作品については東京都審査を経て国

の審査へ送られ、文部科学大臣・総務大臣賞の選定対象となる。
応募作品については、区役所内に一定期間展示する。

② 応募実績（作品点数）
年度 小学校 中学校 高等学校 計

平成 29 371 277 1 649

30 309 186 1 496

令和 元 326 261 0 587

2 201 289 0 490

3 366 275 0 641

◆表彰作品

《令和3年度委員長賞
（大井第一小6年）》

《令和3年度委員長賞
（荏原第六中7年）》

《令和2年度東京都入選
公益財団法人明るい選挙推進
協会会長・都道府県選挙管理
委員会連合会会長賞

（豊葉の杜学園6年）》



３ 投票率の向上に向けて 資料５

(1) 衆議院議員選挙における投票率の推移（東京都）

◆衆議院（小選挙区選出）議員選挙における投票率
※平成以降：東京都平均

執行年月日・通称
投票率

東京都 品川区

① 平2.2.18 “消費税解散” 65.55 65.26

② 平5.7.18 “政治改革解散” 60.21 59.91

③ 平8.10.20 “小選挙区解散” 56.54 54.45

➃ 平12.6.25 “神の国解散” 60.46 58.79

⑤ 平15.11.9 “マニフェスト解散” 58.35 58.06

⑥ 平17.9.11 “郵政解散” 65.59 65.53

⑦ 平21.8.30 “政権選択解散” 66.37 66.03

⑧ 平24.12.16 “近いうち解散” 62.20 62.28

⑨ 平26.12.14 “アベノミクス解散” 54.36 53.76

⑩ 平29.10.22 “国難突破解散” 53.64 54.62

⑪ 令3.10.31 “未来選択選挙” 57.21 58.66
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①Ｈ2 “消費税解散”

海部首相は任期満了半年
前に解散し、自民党は「消費
税見直し」、野党は「消費税
廃止」を訴えて戦う。

⑥Ｈ17 “郵政解散”

参議院での郵政民営化関連
法案否決を受けたいわゆる
「郵政解散」。小泉首相は郵
政法案に反対した議員を公
認せず“刺客候補"を擁立。
全国各地で“造反"対“刺客"
の対決が繰り広げられた。

⑦Ｈ21 “政権選択解散”

内閣支持率の低迷が続き、
事実上の任期満了の解散・
総選挙となった結果、民主党
が大勝し、政権交代が実現
した。

※参考 ・『衆議院議員選挙の記録』（東京都選挙管理委員会）
・『NHK選挙ＷＥＢ』

※平成28年6月19日から選挙権年齢18歳へ引下げ

18歳52.26
20歳38.20

18歳57.99
20歳44.90



資料６

(2) 他自治体の若年層啓発

自治体名 事業内容

① 新潟県 ●高校生向け啓発資料「届け！未来レター」
若年層の政治意識および投票率の向上を図るため、高校２年生から２年後の“19歳の自分”に向けて、政治・選挙へのメッセージを贈る。

② 徳島県 ●“若者の、若者による、若者のための、”『選挙啓発動画』

③ 福井県
●大学祭での選挙啓発
若者に選挙への関心を高めてもらい、投票率の向上につなげるため、若者選挙啓発グループ「福井県明るい選挙推進青年活動隊ＣＥＰＴ
（セプト）」が大学祭で選挙啓発を行う。

➃ 福岡県

●ディスカッション
「はじめの一票」と題してイベントを実施。
FM FUKUOKAとのコラボでは、福岡のタレントや若い世代の方、有識者が選挙に関するディスカッションを行う様子をYouTubeでライブ配信。
LOVE FMの番組「CAMPUS BEATS」内で10分間の選挙コーナーを４日間放送。

⑤ 沖縄県 ●「自分で決める！未来を決める！・ダンス動画コンテスト」
SNS投稿によるキャンペーンオリジナルソングを使用したダンス動画(15秒)を募集。

⑥ 川崎市

●高校生向け選挙啓発紙「Eighteen」
市内の高校3年生向けに、選挙の際に何から情報を入手し、どのように投票する候補者を考え、実際に投票するかという流れをはじめ、守るべ
きルールについて知ってもらうことを目的として発行。
●中学校3年生向け選挙啓発チラシ「イチゴ世代」
市内の中学3年生向けに、有権者になると投票できる選挙の種類や選挙の流れ、ルール等を知ってもらい、実際に選挙権を得た際の投票行
動へつなげることを目的として発行。

⑦ 埼玉県
入間市

●若者の選挙啓発協力員募集
入間市明るい選挙推進協議会と連携し、若者の政治意識向上と投票率向上の呼びかけなどをお手伝いしていただく（無報酬）。

⑧ 千葉市

●いなげ若者選挙プロジェクトin千葉女子高校の開催
千葉県立千葉女子高等学校において高校2年生を対象に実施。（301名参加）
主権者教育アドバイザーの原田謙介氏（NPO法人YouthCreate代表理事）により、 「あなたが主役！高校生と政治」をテーマに、来年
度中に有権者となる高校2年生に向けて、若年層が選挙で投票することの重要性や政治・選挙について基本的なことを、例示や平易な言葉
を用いて講演した。



資料７

(3) 投票率の高い外国の投票制度

順位 国名
1 ラオス 98.02％
2 シンガポール 95.81％
3 ベトナム 95.60％
4 ナウル 95.13％
5 エチオピア
6 ルワンダ
7 マルタ
8 オーストラリア
9 トルクメニスタン
10 アンティグア・バーブーダ
11 ウルグアイ
12 ルクセンブルク
13 フェロー諸島
14 ボリビア
15 セーシェル
16 ベルギー
17 ブルンジ
18 スウェーデン
19 タジキスタン
20 トルコ

日本 55.93％

ハイチ 17.82％

132

シンガポール
選挙人名簿から抹消

◆世界の議会選挙投票率 国別ランキング（2021年）
※参考：「GLOBAL NOTE グローバルノート ‒ 国際統計データ専門サイト 」より
※194か国の順位
※ハイチの投票率は民主主義・選挙支援国際研究所（ＩＤＥＡ）のデータによる

ナウル
罰金

オーストラリア
罰金20～50豪ドル

ウルグアイ
罰金、権利制限

ルクセンブルク
罰金99～991ユーロ

ボリビア
権利制限

ベルギー
・罰金5～25ユーロ
・15年間に4回以上の棄権
で10年間選挙権停止

トルコ
罰金

◆義務投票制を採用している国

●罰金
スイス、エジプト、ブラジル、パラグアイ など

●罰金または入獄
キプロス、フィジー、ギリシャ、チリ など

●権利制限
アルゼンチン（3年間の公職就任禁止）
ペルー（公共サービスの制限） など

※参考：酒田市作成資料

スウェーデンの小学校６年生、社会科の教科
書を見てみると、投票に行くことや、自分の
意見を社会に反映させるために集会やデモを
行うことが大切だと書かれています。さらに、
学校内では投票が行われることがたくさんあ
ります。例えば、学校で新しい遊具を買うと
き、限られた予算で、どんな遊具にすればい
いのか、全校児童で投票して決めます。高校
生になると、国会に集まることがあります。
大臣と国の課題について議論します。その内
容は、議事録にのり、実際の政策に反映され
ることもあります。スウェーデンの子どもた
ちは、自分の意見が学校や地域、そして国の
政治にも反映されているという体験をしなが
ら、政治への関心を高めています。

◆なぜスウェーデンの投票率は高いのか
※参考：ＮＨＫ for school

…
…

194



サンリオキャラクター『シナモロール』
令和３年10月31日衆議院議員選挙において、
シナモロールを活用したポスターを作成、掲示した。
今後は、投票所内の表示物、起き上がりこぼし
などについてもシナモロールの活用を検討する。

４ 今後の取組み 資料８

シナモロールを活用した啓発

◆北九州市（令和3年1月31日北九州市議会議員選挙）

《選挙ＣＭ動画》 《投票済証》

◆宮城県岩沼市（令和3年10月31日衆議院議員選挙・宮城県知事選挙）

《ぬり絵》

10代 37.3％
（前回比8.3UP）
20代 22.4％
（同 4.5UP）
全体 40.3％
（同 1.1UP）

◆他自治体のキャラクター活用事例（『ハローキティ』）

衆議 57.13％
（前回比5.56UP）
知事 57.74％
（同 5.59UP）

《シール》

《パネル》

《ノベルティの応募券を兼ねた
入場整理券を作成》

【投票率】

【投票率】



を実施しませんか！

品川区明るい選挙推進協議会

Presented by 明推協



挨   拶 

品川区明るい選挙推進協議会では、平成 26 年度より小・中学校（義務教育 

学校を含む）、高等学校での「出前模擬選挙」を強化してまいりました。 

この間、推進委員の全員が全校継続実施に向けて一丸となって取組み、一歩 

一歩着実に歩んでおります。 

この活動が品川に住む子供たちに、選挙のしくみや一票の 

大切さを体験で学び、近い将来有権者になった時に役立つことを 

願っております。 

品川区の「出前模擬選挙」は、全国から注目を頂いております。

品川区明るい選挙推進協議会 会長 谷口孝彦 

とは、 

「品川区選挙管理委員会」と地域のボランティア団体の「品川区明るい選挙推進協議

会」が連携協力して、学校機関のご理解とご協力のもと実施する選挙の体験プログラム

のことです。 

将来の有権者である児童に対して、選挙について正しい理解と 

政治への関心を高め、保護者や家族にも選挙の重要性を感じ 

てもらうことを目標にしております。 

「出前模擬選挙」の取り組みを開始して以降、多くの学校から 

高い評価をいただいています。 

明るい選挙 

キャラクター； 

選挙のめいすいくん 



●平成 29 年度 品川区内「出前模擬選挙」実施実績

●平成 28 年度 品川区内「出前模擬選挙」実施実績

各学校関係者の皆様に厚く御礼申し上げます。 

実　施　日 学　校　名 児童参加者（人）

1 平 成 28 年 10 月 15 日 （ 土 ） 源 氏 前 小 学 校 26

2 平 成 28 年 10 月 22 日 （ 土 ） 大 井 第 一 小 学 校 90

3 平 成 28 年 12 月 3 日 （ 土 ） 第 三 日 野 小 学 校 79

4 平 成 28 年 12 月 3 日 （ 土 ） 鈴 ヶ 森 小 学 校 81

5 平 成 28 年 12 月 16 日 （ 金 ） 浅 間 台 小 学 校 18

6 平 成 29 年 1 月 21 日 （ 火 ） 日 野 学 園 76

7 平 成 29 年 2 月 2 日 （ 木 ） 荏 原 平 塚 学 園 44

8 平 成 29 年 2 月 7 日 （ 火 ） 豊 葉 の 杜 学 園 62

9 平 成 29 年 2 月 7 日 （ 火 ） 後 地 小 学 校 79

10 平 成 29 年 2 月 17 日 （ 金 ） 台 場 小 学 校 46

11 平 成 29 年 2 月 18 日 （ 土 ） 小 山 台 小 学 校 41

12 平 成 29 年 2 月 18 日 （ 土 ） 伊 藤 小 学 校 127

13 平 成 29 年 3 月 7 日 （ 火 ） 京 陽 小 学 校 45
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実　施　日 学　校　名 児童参加者（人）

1 平 成 29 年 10 月 7 日 （ 土 ） 清 水 台 小 学 校 31

2 平 成 29 年 11 月 28 日 （ 火 ） 御 殿 山 小 学 校 120

3 平 成 29 年 11 月 30 日 （ 木 ） 城 南 第 二 小 学 校 162

4 平 成 29 年 12 月 2 日 （ 土 ） 第 三 日 野 小 学 校 94

5 平 成 29 年 12 月 14 日 （ 木 ） 第 四 日 野 小 学 校 42

6 平 成 29 年 12 月 21 日 （ 木 ） 後 地 小 学 校 63

7 平 成 30 年 1 月 15 日 （ 月 ） 小 山 小 学 校 43

8 平 成 30 年 1 月 20 日 （ 土 ） 日 野 学 園 65

9 平 成 30 年 1 月 20 日 （ 土 ） 鈴 ヶ 森 小 学 校 70

10 平 成 30 年 1 月 20 日 （ 土 ） 戸 越 小 学 校 63

11 平 成 30 年 1 月 20 日 （ 土 ） 京 陽 小 学 校 46

12 平 成 30 年 1 月 22 日 （ 月 ） 三 木 小 学 校 30

13 平 成 30 年 2 月 3 日 （ 土 ） 鮫 浜 小 学 校 44

14 平 成 30 年 2 月 3 日 （ 土 ） 源 氏 前 小 学 校 11

15 平 成 30 年 2 月 8 日 （ 木 ） 豊 葉 の 杜 学 園 81

16 平 成 30 年 2 月 13 日 （ 火 ） 上 神 明 小 学 校 39

17 平 成 30 年 2 月 13 日 （ 火 ） 大 井 第 一 小 学 校 133

18 平 成 30 年 2 月 15 日 （ 木 ） 荏 原 平 塚 学 園 52

19 平 成 30 年 2 月 16 日 （ 金 ） 芳 水 小 学 校 52

20 平 成 30 年 2 月 17 日 （ 土 ） 旗 台 小 学 校 68

21 平 成 30 年 2 月 17 日 （ 土 ） 小 山 台 小 学 校 52

22 平 成 30 年 2 月 26 日 （ 月 ） 延 山 小 学 校 61

23 平 成 30 年 2 月 27 日 （ 火 ） 中 延 小 学 校 33

24 平 成 30 年 3 月 3 日 （ 土 ） 第 二 延 山 小 学 校 101
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【出前模擬選挙の授業風景（投票から開票の流れ）】 

投票開始宣言から選挙長の選挙結果発表まで、児童が役割を担います。 

1.投票開始宣言 

9.開票作業

10.開票結果発表 記念品授与 

2.名簿対照（本人確認） 3.投票用紙の交付 

8.開票開始宣言 



4.投票箱の空虚の確認 5.投 票 

6.投票終了宣言 7.本物の投票用紙を体験 

普段体験できないことを、 

みんなが楽しく体験できるよ！ 

自らが判断し、立候補者の中からひとりを選ぶ正しい選挙をしましょう！！ 



出前模擬選挙実施の依頼（校長先生） 

直接または町会・PTA・同窓会などのご紹介で学校訪問 

★開催実施に向け、出前模擬選挙全体の概略説明（担当先生） 

出前模擬選挙実施日・時限・会場・児童の参加予定人数などを確認 

★出前模擬選挙当日までの詳細な準備、スケジュールなどの実務打合せ 

①準備内容について、詳細に説明 

  ・授業で選挙学習を！（Let’s Study 選挙パンフを教材として活用＝提供します） 

  ・仮想立候補者のポスター・選挙公約作成（見本例などを提供します） 

  ・投票所入場整理券（学校名・日時・地図などを記載して提供します） 

 ②出前模擬選挙を効果的に行うために下記を提案する（１週間前授業） 

  ・「Let’s Study 選挙」を活用して事前学習 

  ・仮想立候補者の選挙公約によるグループミーティングの実施 

  ・仮想立候補者のポスターの掲示 

 ③模擬投票日の各係に児童を配役する。 

  ・受付名簿対照係 （２名/組） ― 投票所入場整理券と名簿リストで本人を 

確認する係 

  ・投票用紙交付係 （２名/組） ― バロット実機から投票用紙を交付する係 

  ・投 票 管 理 者 係 （１名/組） ― 投票所の最高責任者 

                         投票立会人と一緒に投票が公正に行われるよう 

                         に立会い、選挙の開始・終了宣言を担当する係 

  ・投 票 立 会 人 （２名/組） ― 投票管理者と一緒に、投票が公正に行われる 

                         ように立会う係 

  ・選 挙 長 （１名/組） ― 開票結果を発表する係 

  ・開 票 立 会 人 （２名/組） ― 開票が公正に行われているか監視する係 

※対象学年は６年生を基本としておりますが、場合によっては５年生・６年生で実施 

して、より多くの児童に体験してもらっております

★開催実施に向け、準備状況の確認・打ち合わせ 

①仮想立候補者のポスター・選挙公約など準備状況の確認 

 ②児童の配役や役割について確認 

 ③Let’s Study 選挙パンフ・入場整理券の提供 

★１週間前授業（１時限授業） 

 ①「Let’s Study 選挙」を教材として使用する授業（10 分程度） 

 ②選挙公約によるグループミーティング 5～6 名（30 分程度） 

 ③グループミーティングでの代表発表（5 分程度） 

 ④仮想立候補者ポスターの掲示 

★模擬選挙 当日 

①投票所入場整理券は、児童が各自持参して会場へ 

 ②児童名簿リストは、当日提供をお願いします。（選挙終了後に返却します） 

※会場機材の設営・後片付けは、私たち会員が担当します 

★最終確認 

 ①児童名簿リストの準備（名簿対照に使用します） 

 ②提供した投票所入場整理券に児童名ゴム印を押印（名簿対照に使用します） 

★振り返り授業 

 ①開票結果によるグループでの話し合い 

 ②今回の「出前模擬選挙」の感想 

 ③アンケートの回答 

スタート 

ステップ 1 

ステップ 2 

ステップ 3 

ステップ 4 

ステップ 5

当日 

（約 6 ヶ月前までに） 

（約 4 ヶ月前までに） 

（なるべく早い時期に） 

（約１ヶ月前までに） 

（約１週間前までに） 

（前日までに） 

投票後

出前模擬選挙当日までのスケジュールなど



●教  材 

●模擬投票用品（例） 

●模擬投票用品 

Let’s Study 選挙パンフレット 投票用紙 投票所入場整理券（例） 

投票所のウェルカムボード 

立候補者のポスターと選挙公報の掲示 

立候補者の選挙公報の標示 



★★ 品川区明るい選挙推進協議会とは・・・・ ★★

私たちは、｢品川区民の主権者意識･政治意識の向上を図ることにより、明るい選挙を実現し、 

民主主義の発展を期する｣、ボランティア団体の一つです。 

選挙時の投票参加呼びかけ街頭キャンペーンをはじめ、政治選挙の話し合い活動、研修会・ 

講習会、新成人への啓発活動、地域まつりイベントの参加等を通じて、投票率向上と選挙違反 

のないきれいな選挙の実現を目的としています。 

 １）選挙違反のないきれいな選挙が行われること。 

 ２）有権者がこぞって投票に参加すること。 

 ３）有権者が普段から政治と選挙に関心を持ち、 

   候補者の人物や政見、政党の政策などを見る目を養うこと。 

などを目標に全国のボランティアの方々とともに活動している団体です。 

私たちの活動は、「しながわすまいるネット」ＨＰで紹介されています！(http://shinagawa-smile.net/) 

発行者 品川区明るい選挙推進協議会 

住  所 品川区広町２－１－３６ 

      品川区選挙管理委員会内  お問い合わせ ☎03-5742-6845  

平成 30 年 10 月発行

Revision Ver1.1

※本冊子のすべてについて、無断転載、複写、加工使用等を禁止します。

アトレ大井町での啓発活動 しながわエコフェスティバルでの啓発活動 

★★ 主な取り組み ★★

◎１８～３０歳代の若者たちの選挙と政治への関心強化活動 

・品川区内小・中学校（義務教育学校含む）、高等学校への出前模擬選挙の実施 

・品川区の若者グループ｢Sa-1kow(さぁーいこう)｣との連携啓発活動の推進 

◎品川区全体または区内８ブロックに区分した地域での活動 

・しながわエコフェスティバル、地区夏まつり等での啓発活動他 

◎会員相互の活動 

・会員誌の発行他


